[image: image1.jpg]


[image: image2.png]CleltalaD




[image: image3.png]D HER B Y QIR I



[image: image4.png]


サービス利用意向調査の成果
～みよし市の障がい福祉をより充実させるために～

　平成２１年度から行っている「サービス利用意向調査」では、障がい福祉サービス利用者やその家族から「今、こんなことで困っている。」「みよし市がもっとこうなるとよい。」というたくさんのご意見をいただいております。
ここで、皆様からのご意見を参考に企画・実施した事業やみよし市の状況の変化など、一部をご紹介させていただきます。


１　緊急時サポートブックの作成

「緊急時の対応が不安」というニーズに対して、みよし市障がい者自立支援協議会で『緊急時サポートブック』を作成しました。このサポートブックは、障がいのある方の特徴や配慮して欲しいことなどを、ご本人やその家族に記入してもらい、心構えを持ってもらうとともに関係機関にも見ていただけるものです。サポートブックは、市役所福祉課窓口などで無料配布しています。

２　特別支援学校高等部生徒相談事業を開始
「高校卒業後の進路が不安」というニーズに対して、みよし市では市内障がい福祉事業所の見学ツアーや、相談支援員による相談面接会などを実施するようになりました。ツアーや面接会に参加していただくことで学校卒業後の進路の参考にしていただいています。

３　地域支援マップの作成
　「サービスの利用の仕方が分からない」「事業所の場所がよく分からない」というニーズに対して、みよし市障がい者自立支援協議会で『地域支援マップ』を作成しました。このマップには、サービス利用の手順や市内事業所の所在地などが記載してあり、一目で分かるようになっています。

４　障がい児タイムケアの事業所増加

　「障がい児タイムケア事業所が増えるとよい」というニーズに対しては、みよし市障がい者自立支援協議会でも議論されています。その影響もあってか、みよし市民が利用できる障がい児タイムケア事業所は、平成２１年度は５箇所でしたが、平成２３年６月３０日現在９箇所に増加しています。


　このように、皆様からいただいたご意見を参考に、みよし市の障がい福祉は少しずつ変化しております。今後も、皆様から率直なご意見を聞かせていただきたいと思いますので、ご協力をお願いいたします。
（みよし市障がい者自立支援協議会事務局 みよし市福祉課　
問い合わせ先　３２－８０１０）
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